
本時の展開（ブルーコース） 

 

本時のねらい  （２/１４時）  評価規準 

４．２×３の計算の方法について今までの学習をもとに考え、被乗

数が小数の場合も筆算で計算できることがわかる。 

 ＜数学的な考え方＞ 

小数の筆算の計算の仕方は小数を０．１を単位として見ることにより

整数の乗法に帰着できると考える。 

 

段階 学習活動 個のつまずきに対する指導 

 

問題 

 

 

 

見通し 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま と

め 

 

力 試

し 

 

 

振 り

返り 

    

１１１１，，，，問題提示問題提示問題提示問題提示をするをするをするをする    

 

 

 

 

２２２２，，，，見通見通見通見通しをしをしをしを持持持持つつつつ    

○・４．２×３で求められそうだ 

 ・昨日と違うところは、一の位にも数字がある（暗

算で計算できない） 

３３３３，，，，課題提示課題提示課題提示課題提示    

 

 

 

４４４４，，，，個人追求個人追求個人追求個人追求、、、、グループグループグループグループ交流交流交流交流、、、、全体交流全体交流全体交流全体交流    

○４．２は４と０．２ 

      ４×３＝１２ 

      ０．２×３＝０．６ 

      １２＋０．６＝１２．６ 

 

○４．２は０．１が４２個だから 

      ４２×３ 

      ４２ 

     × ３ 

     １２６ 

 

○ 自分の考えを発表する（３人ぐらい） 

○ 発表しない子は発表する子が黒板に考えを書いて

いる間、近くの席の子と考えを交流し合う 

 

 

○「は・か・せ・どん」で４２×３の筆算をすればよ

いことに気づく 

 

 

 

 

 

 

５５５５，，，，まとめまとめまとめまとめ    

○本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

○練習問題をする 

 

 

 

 

○自己評価をする 

 

○前時の授業を振り返る 

・０．２×６の計算では、０．１をもとに考えると良かったことを思い出

す。 

  

 

 

○今日の式は、帯小数×整数の計算だということに注目させる。 

 ・前の時間の式とはどこがちがうだろう 

 

 

 

 

○考えるヒントとして前時の学習を思い出させ、０，１をもとに考えてみると

良いことを話す。 

 

○ヒントカード 

・考えが持てない児童に対して 

 のヒント 

 

 

 

・４．２の小数点をなぜ取るの 

 か、説明できない児童に対し 

 てのヒント 

 

○ 期間巡視をしておき意図的に指名する。 

○ 近くの席のこと交流することによって自分と違う考え方があることに気づ

く。 

 

 

 

○ ４．２は０．１が４２個だから  

       ４２ ０．１が４２個 

      × ３ 

      １２６ ０．１が１２６個 

 

   ０．１が１２６個だから１２．６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小数点の位置に気をつけさせる 

 

 

 

 

○自己評価カードから理解度を把握する。 

 

 

４．２は０．１の    分 

４．２ｍのひもを３本使います。ひもは全

部で何ｍいるでしょう。 

４．２×３の計算の仕方を考えよう。 

０．１をもとにすると、小数のかけ算も整数のかけ算と

同じように筆算がつかえる。ただし、小数点の位置に気

をつける。 


